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　次回は－
　 中国 アジア　ダイジェスト 面の
次回は 日（月）に掲載します。

帝人の中国での開発
拠点（完成予想図）

ＦＬＮＧの完成予想図（日揮）

ＣＨＩＮＡ
　

□２月 日（月）　□
　

■食品包装フィルム、中国生産
住友ベーク／安心安全取り込み

　

　住友ベークライトは、江蘇省南通市で
食品包装フィルムの現地生産を６月に始
める。鮮度保持のほか、開封しやすいと
いった機能性多層フィルム。食品の品質
や安全への要求も高まっている。 面
　

□２月 日（火）　□
　

■最低賃金の上昇、穏やかに
ＧＤＰ減速とともに鈍化

　

　中国の最低賃金の上昇率が２割から１
割へと緩やかな伸びになっている。ＧＤ
Ｐ成長率が 年の ％台から７％台へと
減速する中、歩調を合わせるように賃金
上昇のペースも鈍化している。（３面）
　

■再生食用油でバイオ燃料
中国石油化工／当局から許可

　

　中国石油化工（シノペック）幹部は、
再生食用油を使ったバイオ燃料生産につ
いて、傘下のチェンハイ・リファイニン
グ・ケミカルが中国民用航空局から許可
を取得したことを明らかにした。

（６面）
　

■中国でセパレーター加工
三菱樹脂／スマホ向け

　

　三菱樹脂は、中国でリチウムイオンバ
ッテリー（ＬＩＢ）用セパレーターのス
リット加工を現地化した。１週間かそれ
以下の短納期ニーズに応える。電動工具
やスマートフォン向け。 （ 面）

　

□２月 日（水）　□
　

■日本の輸出先、中国２位転落
５年ぶり／米国首位

　

　 年の日中貿易によると、輸出にお
ける中国のシェアが下がり、５年ぶりに
米国に次いで２位になった。シェアは米
国 ％、中国 ％と 差。ジェ
トロ発表。 （３面）
　

■鶏卵選別包装システム増産
ナベル／中国で需要拡大に備え

　

　ナベルは、本社工場の生産体制を強化
する。中国での鶏卵選別包装システムの
需要拡大に備え、生産能力と価格競争力
を強化。隣接スペースに金属加工工場を
増築。生産能力を 倍に。 （９面）
　

■中国・アジア向けＵＰＳ
富士電機／電力供給の損失低減

　

　富士電機は、中国・アジア市場向けに
大容量無停電電源装置（ＵＰＳ）を発売

した。変換効率は ％。同社の海外向
け製品より 向上、ＵＰＳを介して
も少ない損失で電力供給。 （ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■プジョー、中国資本受け入れ
総額 億円規模

　

　仏プジョー・シトロエン・グループ
は、 日の監査役会で、仏政府と中国・
東風汽車集団が増資引き受けを通じ資本
参加することを承認した。増資は総額
億 約 億円 規模。（時事 ５面）
　

□２月 日（金）　□
　

■工場排水の汚染度、自動で測定
東亜ディーケーケー、中国に投入

　

　東亜ディーケーケーは、中国で深刻に
なっている水質汚染対策として、工場排
水の汚染度合いを測定する装置を投入し
た。工場排水中の六価クロムなどの重金
属が基準値以下か確認できる。（７面）
　

■帝人、中国に開発拠点
スポーツウエア向けなど

　

　帝人は、中国での研究開発を強化す
る。現地子会社である南通帝人の敷地内
に開発拠点「帝人 中国 商品開発センタ
ー」が４月に稼働する。スポーツウエア
向けの研究開発からスタート。（ 面）
　

■河村電器、ＤＣ構築参入
現地で事業認可

　

　河村電器産業は、中国でＤＣの構築事
業に参入する。このほど現地でＤＣ構築
事業の認可を取得。同社や協業会社のＤ
Ｃ向け設備を取りまとめ、ＳＩとして一
括提案する。 （９面）
　

□２月 日（月）　□
　

■自動車－中国の世界進出着々
東風／プジョーに出資

　

　中国の東風汽車集団が、仏プジョー・
シトロエン・グループに資本参加する。
年以上の創業家経営が終わる。世界

最大市場の中国メーカーの躍進を象徴。
中国脅威論も広がる。 深層断面 面
　

■耐熱樹脂、中国に新工場
ＤＩＣ／車部品で攻勢

　

　ＤＩＣは、中国に耐熱樹脂ポリフェニ
レンサルファイドの製造拠点を新設す
る。ＨＶの普及でエンジン周辺部品から
電装品などにも採用が拡大。日本とマレ
ーシアなどに次ぐ拠点。 （ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■原子力・火力用バルブ技術供与
中国・東南ア／東亜バルブ

　

　東亜バルブエンジニアリングは、中国
と東南アジアで原子力・火力発電用のバ
ルブ需要を掘り起こす。当局から原発用
バルブの設計・製造納入事業者として認
定。技術供与先を増やす。 （１面）
　

■間仕切り・ドア、中国で増産
コマニー／２倍

　

　コマニーは、江蘇省南京市で建設中の
工場設備を当初計画より増強する。新工
場は既存工場を移転し、間仕切りやドア
の生産能力を金額ベースで ―２倍の
億円強に引き上げる。 （ 面）

　

□２月 日（水）　□
　

■「４Ｋ」相当ＴＶ、中国投入
シャープ／３カ国目

　

　シャープは、フルＨＤで高精細な液晶
テレビ「アクオスクアトロンプロ」を中
国で発売した。「４Ｋ」パネル相当の高
精細さが特徴。日本と米国に投入済み
で、中国で３カ国目。 （８面）
　

■中国で皮膚の再生医療
富士フイルム／上海に子会社

　

　富士フイルムは、中国で皮膚の再生医
療事業を 年度にも始める。上海市に
子会社を設立した。皮膚表皮を人工培養
して提供。医療機関が損傷した患者の組
織に移植して機能回復させる。（ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■タイヤ空気圧監視システム製造
太平洋工業／上海で年 万個

　

　太平洋工業は、上海市などがある華東
地区に直接式タイヤ空気圧監視システム

の製造子会社を５月をめどに設立する。
生産能力は年間 万個。アジア市場へ
の供給拠点と位置づける。 （５面）
　

■チリの製紙原料用チップを拡販
中国に６万 ／三井物産

　

　三井物産は、チリの製紙原料用木材チ
ップを拡販する。３月中に同社が出資す
る現地の木材チップ販売会社が中国の紙
・パルプメーカーのエイプリル向けに６
万 の木材チップを初出荷。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■日揮、製造プロセス技術供与
硫化水素・水硫化ナトリウム

　

　日揮は、中国で硫化水素と水硫化ナト
リウムの製造プロセス技術のライセンス
事業を始める。自社開発したプロセス技
術のライセンス契約を浙江省の浙江工程
設計と結んだ。 （７面）
　

■新興国向けＴＶ、委託生産拡充
パナソニック／ 以上低価格機

　

　パナソニックは、再建中のテレビ事業
の新興国向けモデルで、中国や台湾など
のＥＭＳに委託するＯＤＭを年内にも拡
充。東南アジア向けなどで 以上の低
機能機種にＯＤＭを広げる。 （ 面）
　

■クレハ、フッ素樹脂を中国生産
現地企業に出資

　

　クレハは、中国のフッ素系樹脂の製造
販売会社、内蒙古三愛富万豪フッ素化工
に資本参加した。常熟市でリチウムイオ
ンバッテリー材料などに使うフッ化ビニ
リデン樹脂を現地生産する。 （ 面）

ＡＳＩＡ

ＴＥＬＯＰ

　

□２月 日（月）　□
　

■経産省、印と標準化で連携強化
技術協力／人材育成

　

　経済産業省は、インド当局と標準化・
認証分野の協力関係を具体化する。夏に
初会合で調整する。インド側のニーズを
くみ取りながら、技術協力や人材育成、
標準規格の開発などで連携。 （１面）
　

■マレーシアでＦＬＮＧ建設受注
日揮／日本企業初

　

　日揮が、マレーシアの国営石油会社ペ
トロナスから浮体式液化天然ガス設備
ＦＬＮＧ の建設を受注した。日本企業
初のＦＬＮＧ受注。世界の資源開発は洋
上が増えるとみられる。 （７面）

　

■スカパー、インドネシアに開局
日本の番組 時間／現地語

　

　スカパーＪＳＡＴは、インドネシア
で、日本の番組を 時間放送する専門チ
ャンネル を開
局する。現地の有料放送最大手と連携。
ドラマやアニメを現地語で。 （８面）
　

■東芝、インドに 億円投資
社会インフラなど／売上高７倍

　

　東芝が、社会インフラを中心としたイ
ンド事業の戦略を公表。今後、５年間に
億円投資し、 年度にグループ売

上高で現況の約７倍の 億円を目指
す。社会インフラへの投資を加速。

（８面）
　

■大阪ガス、海外研修を拡充
東南ア・欧米／総合職に国際交渉力

　

　大阪ガスは、事業のグローバル化に向
け海外要員の拡充を始めた。東南アジア
や欧米でエネルギー事業子会社などに総
合職５人を毎年、半年―１年間派遣し国
際ビジネスの経験を積ませる。（ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■ＡＭＣ、タイ金型工場が稼働
超硬材／日系車部品向け

　

　エイ・エム・シィは、タイのチョンブ
リ県に金型工場を完成、稼働した。タン
グステンやコバルトなどの超硬材料を用
いた冷間鍛造用金型を生産。日系の自動
車部品メーカー向け。 （８面）
　

■インド試薬工場が稼働
堀場製作所／新興国で即納体制

　

　堀場製作所は、インドに血液検査用試
薬の生産工場を完成し、稼働した。年産
能力 。フランスから空輸していた
試薬を代替するとともに、今後の市場成
長にも備えるのが狙い。 （ 面）
　

■ハラル製品事業で商談会
ＪＴＢコーポ／イスラム圏参入支援

　

　ＪＴＢコーポレートセールスは、マレ

ーシアのハラル産業開発公社と、イスラ
ム教の戒律に従い処理・製造するハラル
製品事業で両国企業を結びつける商談会
を開催 イスラム圏参入を支援 （ 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■ＧＭ向け部品、４カ国で生産
エフテック／中・米など

　

　エフテックは、中国と米国、メキシ
コ、カナダの４カ国で、米ＧＭ向けに新
たに受注した足回り部品の生産を 年
までに立ち上げる。世界各地で生産する
グローバル車種の受注に対応。（６面）
　

■ユーシン精機、ベトナムに現法
射出成形用ロボ／技術指導・修理も

　

　ユーシン精機は、ベトナム・ハノイ市
に現地法人をを設立した。射出成形機用
の取り出しロボットを販売する。アジア
では 番目の現法。販売に加え、技術指
導や据え付け、修理を担当。 （７面）
　

■インドネシアで現地充填
金型・部品用洗浄剤／複合資材

　

　複合資材は、インドネシアで金型・部
品用洗浄剤の現地調達、現地充填を始め
た。納期を短縮し、コスト競争力を高め
て、日本からの輸入品と差別化。車関連
や弱電メーカーが多く進出。 （９面）
　

■ＤＯＨＯからタイ事業を買収
ＪＸ金属子会社／精密圧延品販売

　

　ＪＸ日鉱日石金属は、 ％子会社の
ＪＸ金属商事が金属流通商社ＤＯＨＯの
タイ事業を買収した。精密圧延品の販社
を承継、コイルセンターの全株式を取
得。投資額は約２億 万円。（ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■シェール鉱床に投資
アルゼンチン国営／ペトロナスと覚書

　

　アルゼンチン国営エネルギー会社ＹＰ
Ｆは、大規模シェール石油ガス鉱床「バ
カムエルタ」への投資について、マレー
シア国営石油会社ペトロナスと了解覚書
を交わした。 （３面）
　

■大気社、ミャンマーに現法
ホテル・オフィスビルの空調・電気工事
　

　大気社は、ミャンマーに現地法人を設
立、３月１日に営業を始める。経済成長
に伴ってホテルやオフィスビルの建設が
見込まれるため、それらの空調、電気、
衛生設備工事を手がける。 （７面）
　

■ホシザキ電機、ジャカルタ拠点
製氷機・業務用冷蔵庫を直販

　

　ホシザキ電機は、インドネシア・ジャ
カルタ市に製氷機や業務用冷蔵庫などの
販売子会社を設立した。代理店経由だっ
たが、経済発展などで飲食産業の成長が
見込めると判断、直販体制に。（ 面）
　

■江戸川合成、タイ工場４月稼働
導電性塗料／日系向け

　

　江戸川合成は、タイのサラブリ県に建
設中のタイ生産子会社を４月に稼働す
る。東南アジアの日系に機械装置向け塗
料、電磁波予防のための導電性塗料、装
飾用意匠塗料などを供給する。（ 面）
　

■ジッパーテープ、東南ア拡販
出光ユニテック

　

　出光ユニテックは、東南アジアでジッ
パーテープを拡販する。食料品などの包
装容器で需要が見込める上、海外の参入
も遅れており、現地に製造販売体制を築
き、シェア確保を図る。 （ 面）
　

■フィリピン石炭火力受注
三菱商事／ 億円

　

　三菱商事は、東芝プラントシステム
と、フィリピンのミンダナオ島での石炭
火力発電所を受注。バリンガサグ地区の
発電所に、出力５万 のプラント
２基。受注額は約 億円。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■日本の通商政策 ヤマ場
ＴＰＰ／シンガポールで 日から

　

　ＴＰＰ担当閣僚会合が、シンガポール
で 日始まる。先進国と新興国の隔たり
も大きいが、巨大自由貿易圏構想は大き
なヤマ場。日本の通商政策史に残る重要
な局面となる。 （深層断面 面）
　

■インドネシアのダンプ工場稼働
極東開発／年 台

　

　極東開発工業は、インドネシアの製造
合弁会社でダンプトラックとミキサート
ラックの工場が稼働した ダンプ 台
ミキサー 台の販売、 億 （約
億円）の売り上げを目指す。 （５面）
　

■スカパー、インドネシア増員
衛星・放送・通信で攻勢

　

　スカパーＪＳＡＴは、インドネシアの
事業体制を拡充する。衛星分野の技術者
や現地の放送・通信の制度に詳しい人材
を採用し、ジャカルタ駐在事務所を８人
に増やす。 （８面）
　

■旭硝子、タイでカバーガラス
タッチパネル用

　

　旭硝子は、ノートブックパソコンな
ど、タッチパネル用カバーガラス向けに
使う薄板ソーダライムガラス専用生産設
備を、ＡＧＣフラットガラス・タイラン
ドのライヨン工場に新設する。（ 面）
　

■ガスインフラで事業化調査
丸紅／インドネシア

　

　丸紅は、インドネシアの石油・天然ガ
ス鉱業公社と共同で、ＬＮＧ受け入れ基
地などのガスインフラ事業に関する事業
化可能性調査を始めた。調達から輸送・
貯蔵、発電まで構築。 （ 面）
　

■除染作業システム構築で覚書
ファーストソリュ／韓国企業と交流

　

　ファーストソリューションは、韓国の
エンバイロコリアと技術交流の覚書を結
んだ。水処理と放射線監視の技術を活
用。放射性物質の除染作業で使えるシス
テムの構築などを想定する。 （ 面）
　

□２月 日（月）　□
　

■インド、法令順守を強化
ＩＴ製品利用／自動車など

　

　インドは、自動車関連産業の国際競争

力を高めるため、ソフトウエアなどのＩ
Ｔ製品利用のコンプライアンス強化に動
き始めた。インドに進出する日系企業も
動向を注視する必要がある。 （５面）
　

■「台湾新幹線」に信号システム
東芝／ 億円で受注

　

　東芝は、台湾高速鉄道の新規開業の３
駅向けに放送や信号制御のシステムなど
を受注した。受注額は 億円。変電や保
守管理のシステム、案内表示装置など。
単独受注は今回が初めて。 （６面）
　
　

■車載式水濾過、ミャンマー投入
メタウォーター／自治体・企業向け

　

　メタウォーターは、ミャンマーで自社
開発の車載式セラミック膜濾過装置の販
売を始めた。可動式のため自然災害時や
分散型集落での浄水装置としても使用で
きる。自治体や民間企業向け。（ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■ＤＩＣ、タイに開発移管
工業用樹脂／東南ア開拓

　

　ＤＩＣは、塗料やテープなどの原料と
なる工業用樹脂について、東南アジア市
場のボリュームゾーン開拓に向けて技術
サービスなどの機能を日本からタイに移
管する。 （１面）
　

■アサヒ、インドネシア拡大
清涼飲料／ 億円目指す

　

　アサヒグループＨＤは、インドネシア
の清涼飲料事業で 年度に売上高
億円を目指す。インドフードグループと
合弁会社を設立。ミネラルウオーターや
緑茶飲料、コーヒー飲料など。（３面）
　

■工作機械技術、国ごとに窓口
国際標準化でアジア連携

　

　日本工作機械工業会は、工作機械技術
の国際標準化活動におけるアジアの連携
を推進するため、国・地域ごとに窓口機
関を設置することを提案する。アジア発
の国際規格制定につなげる。 （７面）
　

■太陽誘電、インド進出を延期
中国の強化を優先

　

　太陽誘電は、インド進出を延期する。
当初、インドのメーカーにスマートフォ
ン向けを中心に電子部品を拡販、同社直
轄の営業拠点を設置する予定だった。中
国の強化を優先させる。 （ 面）
　

■蝶理、車シート生地調達２倍
インドネシアで生産委託

　

　蝶理は、自動車用シート生地の調達規
模を 年に２倍の月 万 に高め
る。中国やタイ、米国などに加え、イン
ドネシアでの調達を開始。取扱量を大幅
に増やし、事業を強化する。 （ 面）
　

■強まる資源ナショナリズム
インドネシア未加工鉱石禁輸

　

　インドネシア政府の未加工鉱石輸出禁
止に懸念が広がる。長期化すれば供給確
保難や価格高騰につながる可能性。強ま

る資源ナショナリズムの動きが事業リス
クとして浮上。 （深層断面 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■トヨタ、雇用拡大
インドネシア工場／ 人増

　

　トヨタ自動車は、インドネシア・カラ
ワン市に 年に建設する新エンジン工
場の新規雇用予定人数を、公表比 人
増の 人にする。併せて同工場敷地内
に従業員教育施設を新設する。（５面）
　

□２月 日（木）　□
　

■日立システムズ、東南ア開拓
グループ／日系向け

　

　日立システムズは、東南アジアを中心
に海外事業を強化する。日立製作所など
グループ会社と連携しながらグローバル
展開する日系企業に、情報システムの開
発・支援やサービスを提供。 （ 面）
　

■台湾・マレーシアに拠点を設置
アミタＨＤ／再資源化

　

　アミタＨＤは、国内外で廃棄物の再資
源化拠点の整備に乗り出す。国内は宮城
県で２、新潟県で１拠点開設する。海外
は台湾とマレーシアに拠点を設置して市
場開拓する。 （ 面）
　

■ＤＩＣ、タイに技術拠点
東南ア仕様に改良

　

　ＤＩＣは、タイ・バンコク近郊に軟包
装材向けのパッケージ用印刷インクの製
品改良などを行う施設を設立した。東南
アジア仕様や価格帯に対応するため改良
する。現地技術者の育成も。 （ 面）
　

■半導体製造用ガス、韓国で生産
昭和電工／年産能力

　

　昭和電工は、半導体製造用高純度ガス
である高純度亜酸化窒素の供給体制を韓
国で拡充する。韓国の産業ガスメーカー
である斗岩産業に生産を委託。共同で年
産能力 の精製設備。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■東南アに自立型ＬＥＤ照明
製品規格を開発／経産省

　

　経済産業省は、東南アジアで、太陽光
発電システムと蓄電池を備えた自立型の
ＬＥＤ照明の導入を 年度から支援す
る。第１弾は現地当局と連携し、道路灯
などの製品規格を開発する。 （１面）
　

■台湾に環境教育の拠点
名古屋産大／現地大学と設置

　

　名古屋産業大学と台湾の育達科技大学
は、日台環境教育センターを台湾に設置
する。ＩＴを活用した環境教育を普及さ
せる拠点。産学連携などで環境教育を推
進する。 （１面）

　

■ＫＶＨ、ＤＣを拡充
候補に東京・台湾（ 日９面）

　

■アジアでコーヒーを製販
三菱商／マレーシアに新会社（ 日 面）

　

■住宅金融でタイ政府系と連携
住宅金融支援機構（ 日 面）

　

■印の社債ファンドに 億円出資
日生／新興国に投融資（ 日 面）

　

■ベトナム主席を国賓招待
３月 ― 日（ 日３面）

　

■東洋建設、ミャンマーに出張所
ヤンゴン市内（ 日 面）

　

■インドネシアに販社
立花エレテック（ 日９面）

　

■ベトナムから産業資材
コンドーテック／リスク分散（ 日１面）

　

■ミネベア、タイに物流拠点
ソニーから取得／軸受保管（ 日６面）

　

■アジア・太平洋携帯連合体加盟
ソフトバンク／法人強化（ 日７面）

　

■「フラット 」　アジアで注目
日本のノウハウに熱視線（ 日 面）

　

■千代田化工、洋上ガス設備建設
インドネシア／ 億円（ 日３面）

　

■２輪車エンジン部品で新工場
ＮＴ精密など／インドネシア（ 日６面）

　

■蒸気タービン発電機、印で受注
東芝／２基（ 日６面）

　

■東京ガス・エンジ、タイで受注
ＬＮＧ基地の拡張工事管理（ 日 面）

　

■佐賀大、マレーシア工科大と連携
海洋エネ研究（ 日 面）

　

■京セラ、インド新工場が完成
切削工具（ 日 面）

　

■三菱ふそう、 カ国に投入
中型／シンガポールなど（ 日５面）

　

■インドで完成車組み立て開始
ホンダ／セダン「アメイズ （ 日５面）

　

■インド後発薬子会社、出荷停止
第一三共（ 日 面）

　

■ミャンマーで車修理を強化
第一交通産業／日本で研修□（ 日 面）

　

■マレーシアに合弁会社設立
エネルギーアドバンス（ 日 面）

　

■廉価版スマホ、東南アに投入
ブラックベリー（時事 日 面）

　

■インドＩＴサービス企業買収
日立システムズ（ 日 面）

　

■セルム、シンガポールに現法
人材開発事業（ 日 面）

　

■マレーシアとハラル関連で提携
三菱東京ＵＦＪ銀行（ 日 面）

　

■シンガポール地下鉄工事受注
五洋建設／約 億円（ 日 面）

　

■松浦機械、台湾製ＭＣ拡販
低価格ニーズ対応／今年 台計画（ 日９面）
　

■小松水産、タイに水産加工工場
食品安全の国際規格／しらす（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　日本人街を開発
　「台湾経済の活性化に
つなげたい」と、台湾・
桃園県知事の呉志揚さ
ん。桃園国際空港を核に
した国家プロジェクトを

アピール。台湾最大の工業集積地・桃園
県には 社の日本企業が進出 インフラ
整備、税制優遇策などと合わせて「日本
人街の開発も可能だ」。（ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　ミネラルウオーター・緑茶

　「海外売上高を大幅に
増やすにはインドネシア
とマレーシアの成長だけ
では力不足」と、アサヒ
グループＨＤ社長の泉谷

直木さん。東南アジアの清涼飲料事業に
注目する。商品もミネラルウオーター、
緑茶やコーヒーといった高付加価値品の
割合が高まると予想。 （ 日 面）

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３日 月曜日 　　 （ ）


